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【背景・目的】
高山漁協自営の大型定置網漁業は高山漁協における年間の総水揚量の70%を占め，高

山漁協における主力漁業となっている。しかし入網する雑魚のほとんどが養殖用の餌と
して安価で取引されたり廃棄されており，これら価値の低い未利用・低利用資源の有効
活用が急務となっている。そこで高山漁協自営定置の従業員が主体となっている高山漁
協青壮年部員の漁家経営の改善・収入増を図るべく，低・未利用水産資源の有効活用を
目的にNPO法人と協力して魚食普及イベントを実施した。

【普及の内容・特徴】
１ NPO法人との協力体制の構築

障害者の自立支援を目的に設立された鹿屋市のNPO法人愛あいネットが障害者の雇用
の場として飲食店をオープンさせ，集客力の向上を目的に定期的にイベントを実施した
いとの事で，「障害者の雇用創出と低・未利用水産資源の有効活用」をコンセプトにか
ごしまのさかな「食」協働事業を導入して，高山漁協青壮年部とNPO法人愛あいネット
が協力して魚食普及イベントを実施するのを支援した。

２ 魚食普及イベントの実施
(1) 愛あいネットアリス食堂広場におけるイベント「うぜけん市場」での魚食普及活動

７月21日 雑魚類の唐揚げ，茹でミナ，おっけ汁（雑魚の味噌汁）の試食
９月15日 三角ミナとサザエの壺焼き体験，アジの炭火焼き体験，雑魚類の唐揚げ，

おっけ汁の試食
10月20日 雑魚の唐揚げ，雑魚の煮付け，おっけ汁の試食

(2) 関係機関20名によるアカエイ料理の試食会と評価
２月７日 鹿屋市の割烹しまにてアカエイ料理の試食とアンケート評価を実施

(3) 志布志湾ぶえん祭りでの魚食普及活動
２月23日 アカエイの唐揚げ試食，ワカメのしゃぶしゃぶ体験・試食

【成果・活用】
当初愛あいネットアリス食堂広場で開催していた「うぜけん市場」は集客力もほとん

ど無く，試食活動に苦労した。そこで，関係者の中で評価の高かったアカエイの料理に
ついて関係機関で試食・アンケート調査を実施。さらに評価の高かったアカエイ切り身
の唐揚げについて志布志湾ぶえん祭りで試会を実施したところ，試食会場に行列ができ
て開始から１時間もたたずに在庫が無くなり試食会を終了。
またぶえん祭りではこれまで活用されてこなかった高山地先海域のワカメについてし

ゃぶしゃぶと試食の体験をしたところ，これも来客者から高い評価を得ることができた。
ぶえん祭りでは試食活動の他，高山漁協の販売ブースにて事前に準備したエイの切り

身９パックと生ワカメ200g30袋を販売したところ完売することができ，今回の活動で高
山漁協青壮年部メンバーに「ワカメが売り物になる」と意識づけることができた。

【その他】
関係機関で実施したアカエイ試食会は新聞にも取り上げられて注目を集めたためか，

その後鹿屋市内のスーパーでアカエイ切り身を販売する店舗も出てきた。しかしまだア
カエイ等雑魚の浜値は低いままで，今後も魚食普及活動を実施していく必要がある。
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